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「中
央
公
民
館
ま
つ
り
」 

規
模
を
縮
小
し
２
年
ぶ
り
の
開
催 

９
月
23
日(
木)

～
26
日
（
日
）
、
長
門
市
中
央
公
民

館
運
営
協
議
会
主
催
「
第
42
回
長
門
市
中
央
公
民
館

ま
つ
り
～
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び
合
い
～
」
を
中
央
公

民
館
・物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
ま
つ

り
は
、
生
涯
学
習
を
さ
れ
て
い
る
公
民
館
登
録
団
体
の

発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
来
場
者
の
検
温
・
手
指
消
毒
な

ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
作
品
の
展

示
期
間
を
４
日
間
と
し
来
場
者
の
分
散
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
場
者
の
お
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
飲

食
バ
ザ
ー
や
展
示
会
場
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

例
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ま
つ
り
の
運
営

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
深
川
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
も

今
回
は
参
加
を
見
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

作
品
展
示
に
は
19
団
体
が
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

に
は
土
日
２
日
間
で
10
団
体
が
演
奏
や
お
ど
り
を
披
露

し
ま
し
た
。 

 

展
示
会
場
の
パ
ネ
ル
の
運
搬
・設
置
は
、
深
川
中
学
校

野
球
部
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
今
回
も
手
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
つ
り
終
了
後
の
パ
ネ
ル
等
片
付

け
に
は
、
深
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

展
示
の
グ
ル
ー
プ
の
方
か
ら
は
、
「
コ
ロ
ナ
で
昨
年
の
公

民
館
ま
つ
り
が
中
止
と
な
り
、
作
品
が
た
く
さ
ん
で
き
て

い
た
の
で
、
今
回
は
作
品
を
展
示
し
見
て
い
た
だ
く
機
会

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
」
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
し

た
方
か
ら
は
、
「昨
年
か
ら
発
表
す
る
場
が
全
く
な
く
な

り
、
久
し
ぶ
り
に
人
前
で
披
露
で
き
て
大
変
嬉
し
く
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
初
め
て
の

ス
テ
ー
ジ
上
で
の
発
表
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
賑
や
か
な
公
民
館
ま
つ
り
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ま
た
、

参
加
さ
れ
た
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
公

民
館
ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。 

  

開演を前に小林公民館 

運営協議会会長があいさつ 

パネルの組立てを行う 
深川中学校野球部の皆さん 

ほっちゃテレビにて１時間の 

公民館まつり特別番組放送！ 

11 月 1 日(月)～30日(火)まで 

【月・水・金】 午前 11 時～ 

午後 11 時～ 

【日・火・木】 午後 7 時～ 

お楽しみに♪ 



 

 

 

秋
晴
れ
の
10
月

８
日
（
金
）
、
赤
崎

神
社
楽
桟
敷
で
恒

例
の
桟
敷
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
た
め
今
年
は

２
部
制
と
な
り
ま

し
た
が
、
学
年
ご
と

に
創
意
工
夫
し
た

発
表
で
元
気
い
っ
ぱ

い
の
声
を
野
外
劇

場
に
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。 

桟
敷
に
響
け
！
わ
た
し
た
ち
の
夢 

深
川
小
学
校 
「短
・杖
道
」を
体
験 

 
 
 

子
ど
も
ク
ラ
ブ
「か
ら
だ
を
動
か
そ
う
」 

10
月
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
「か
ら
だ
を
動
か
そ
う
」の
活

動
で
、
山
下
進
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、
「
短
・
杖
道
」を
体

験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
ク
ラ
ブ
で
は
初
の
試
み
で
す
。 

「
杖
道
」
は
武
道
の
一
種
で
、
棒
を
使
っ
て
剣
道
の
よ

う
に
面
・
胴
・
小
手
等
を
突
い
て
対
戦
し
ま
す
。
護
身
術

と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。
今
回
は
小
学
生
で
も
扱
い

や
す
い
短
め
の
棒
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。 

競
技
に
使
う
棒
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
珍
し

い
道
具
が
多
く
、
興
味
津
々
で
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
山
下

さ
ん
か
ら
様
々
な
型
を
教
わ
り
練
習
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
痛
み
や
危
険
が
な
い
よ
う
に
優
し
く
棒
を
打

っ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
型
の
受
け
手
役
に
な
っ
た
時
に

は
、
棒
が
迫
っ
て
く
る
怖
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

最
後
に
柔
ら
か
い
棒
型
の
お
も
ち
ゃ
を
用
い
て
、
教

わ
っ
た
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
チ
ャ
ン
バ
ラ
対
決
を
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

10

月
は
の
べ
10

回
の
活
動
が
各
学

校
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
深
川
小
で
は
、

６
年
生
家
庭
科
授

業
と
日
本
文
化
ク

ラ
ブ
の
活
動
。
向
陽

小
で
は
、
手
芸
ク
ラ

ブ
の
活
動
。 

ま
た
、
今
回
が
初

め
て
の
活
用
と
な
っ

た
萩
総
合
支
援
学

校
長
門
分
教
室
で

は
、
生
活
単
元
学
習

と
し
て
「
萩
総
ま
つ

り
」
に
出
品
す
る
陶

芸
作
品
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。 

 

 
 
 

地
域
協
育
ネ
ッ
ト 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
と
学
校
が
連
携 

福
祉
体
験
を
実
施 

 

わ
く
わ
く
土
曜
塾 

 

10
月
９
日
（
土
）
、
わ
く
わ

く
土
曜
塾
で
、
長
門
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
長
門
手
話

友
の
会
の
ご
協
力
の
下
、
福

祉
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
視
覚
障
害
者

へ
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
と
手
話
を

体
験
し
ま
し
た
。 

日本文化クラブ（茶道：深川小） 
指導：河畑加都代さん 

手芸クラブ（マスクづくり：向陽小） 
指導：藤井鈴江さん 

 

陶芸作品づくり（長門分教室） 
指導：安部多恵子さん 

三原和夫さん 

６年生家庭科（ミシン縫い：深川小） 
指導：西川和江さん他 

キルトサークルゆうのみなさん 



 

 

   

伝
え
た
い 

「ふ
る
さ
と
深
川
」 

シ
リ
ー
ズ
127 

「手
づ
く
り
郷
土
賞
」記
念
碑 

音
信
川
（大
谷
山
荘
前
） 

 

銃
蔵 

 

長
門
市
駅
前 

 

わ
が
家
の
宝
子 

福田
ふ く だ

 唯斗
ゆ い と

さん （２歳） 

パトカー、救急車、消防車、電車などの 

乗り物に夢中です。 

食べることも大好きです。 

これから元気にすくすく育ってね。 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R3 年 10 月 1 日現在） 

6,007 

5,819 

6,722 

12,541 

（-12） 

（-6） 

（-11） 

（-17） 

中央公民館 11 月の行事予定 編
集
後
記 

▼
肌
寒
い
日
が
増
え
て
き
た
。
花
の
植
え
替

え
時
季
を
迎
え
た
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
花

壇
を
彩
っ
て
く
れ
た
、
百
日
草
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
日
日
草
の
花
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
。 

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
館
ま
つ
り
は
、
開
催
の

是
非
に
始
ま
り
無
事
に
開
催
す
る
た
め
の

規
模
や
方
法
を
め
ぐ
っ
て
協
議
や
調
整
を

何
度
も
重
ね
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
終
了
か
ら

２
週
間
目
、
開
催
に
伴
う
感
染
者
ゼ
ロ
が
確

認
さ
れ
、
職
員
一
同
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。 

 

 秋
雷
の
眠
り
盗
み
て
去
り
に
け
り 

 

貝
塚 

久
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 地
下
足
袋
の
十
二
小
鉤
に
千
草
食
む 

佐
貫 

勝
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 山
の
葉
を
添
へ
て
松
茸
売
る
露
店 

 

山
下 

映
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
月
の
う
た 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

昭
和
六
十
一
年
、
建
設
省
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
を
創
設
。
平
成
元
年
度

に
は
次
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
募
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
件
ず
つ
を
選
定
。 

一
、
い
こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
道 

二
、
生
活
の
中
に
い
き
る
水
辺 

三
、
歴

史
を
い
か
し
た
町
並
み
。
長
門
市(

建
設
課)

は
、
「
音
信
川
河
川
公
園
」
を

第
二
項
に
応
募
。
全
国
の
応
募
件
数
、
四
百
余
件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。 

 

湯
本
、
俊
寛
山
傍
の
国
道
か
ら
、
河
川
公
園
の
遊
歩
道
へ
下
り
た
と
こ
ろ

に
こ
の
碑
が
あ
る
。
「
音
信
川
河
川
公
園
」
は
、
湯
本
温
泉
街
を
流
れ
る
深

川
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
も
の
。 

所
在
地 

湯
本
音
信
川
河
川
公
園(

大
谷
山
荘
前) 

建
立
年 

平
成
元

年) 

総
高 

百
三
セ
ン
チ 

碑
身 

高
さ
六
十
セ
ン
チ 

幅
六
十
セ
ン

チ(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗
い
出
し) 

碑 

文 

手
づ
く
り
郷
土
賞 

建
設
大
臣 

野
田
毅
書 
生
活
の
中
に

生
き
る
水
辺
三
十
選 

平
成
元
年
七
月 

寄
贈(

社)

中
国
建
設
弘
済
会 

音
信
川
河
川
公
園
遊
歩
道 

 

私
は
、
音
信
川
河
川
公
園
遊
歩
道
が
大
好
き
。
音
信
川
に
架
か
る
橋
も
全

て
平
成
三
〇
年
十
一
月
三
十
日
に
四
時
間
か
け
て
調
査
し
た
。(

長
門
い
し

ぶ
み
参
照) 

 

 

長
門
郷
土
文
化
研
究
会 

顧
問 

藤
井
文
則 

 

 

 

青
海
湖
に
白
鳥
い
る
と
聞
き
行
け
ば 

歩
く
白
鳥
泳
ぐ
白
鳥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

由
美 

 

延
命
の
措
置
を
断
る
決
断
を 

わ
た
し
が
決
め
て
い
い
の
？
婆
ち
ゃ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
美
由
紀 

 

古
稀
を
過
ぎ
何
を
優
先
す
る
べ
き
か 

 
 

 
 

 

心
体
に
問
う
重
視
は
バ
ラ
ン
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

窪
田 

佳
子 

史跡探訪とクリーンウォーク 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ（3B体操） 

親子でリトミック 

深川友愛学級（開講式・学ぼう会） 

わくわく土曜塾（花尾山に登ろう） 

キッズエクササイズ（3B体操） 

親子でリトミック 

健康ウォーキング 

3日(水) 

6日(土) 

 

10日(水) 

17日(水) 

20日(土) 

 

24日(水) 

28日(日) 

手造り郷土賞 

遊歩道 


